
 
 
 

産学官連携を推進し、新商品の開発や新技術の導入等による製品・サービス等の高付加値

化を図ることを目的として、中小企業者等と大学・高等専門学校等の研究機関が実施する共

同研究や委託研究をサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学官連携による研究開発サポート（平成２７年度） 

問合せ先：つやま産業支援センター 

           Tel:0868-24-0740 E-mail:info@tsuyama-biz.jp 

産学官連携による研究開発サポート

 

中小企業者等と大学・高等専門学校等の研究機関が連携して実施する共同研究や委託研

究に要する経費について補助します。 

 

 

 

 

補助対象経費：旅費、原材料費、機械装置費、工具・器具費、先行技術調査費、 

共同研究費、技術指導受入費、外注費 

  補助金額：①＋②で合計３００万円以内 

①事業費１００万円以内は補助率１０分の１０以内 

②事業費１００万円を超える部分は補助率２分の１以内 

       ただし、予算の範囲内で対象事業を募集します 
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※このサポートは「津山市内に本社又は主たる事業所若しくは工場を有するもの」が対象になります。 
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申請の審査にあたり，つやま産業支援センターが重視するポイントは次のとおりです。 

 ①革新性：技術やアイデアの革新性、ユニークさがあるか。 

 ②市場性：市場ニーズと合っているか。 

③経済効果：事業規模は見込めるか。 

④地域貢献度：地域のイメージアップや地域の問題解決への貢献度はあるか。 

⑤技術の実現可能性：研究補助で技術課題が克服できる見込みはあるか。 
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